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事業目的 

友好都市である旧ラックズオン県との交流活動の一環として、学生交流事業を 1回目に

続いて 2回目を実施しました。本町の若者に海外の人、環境と触れて日本との共通点・

相違点を感じ、今後の進路を見る観点が広がることを目的としました。 

行き先：ベトナム国ラムドン省・ホーチミン市   期間：2025 年 8 月 19 日～24日 

参加者数： 高校生 6名、大学生 1名、 大学院生 1 名 

 

概要 

＊日程：別紙の日程表をご参照ください。 

＊出発前：事前研修 2回実施、現地学生との交流内容について話し合い、簡単なベトナ

ム語講座を行いました。 

 



＊学生が取り組んだ活動内容： 

・ダラット大学で現地大学生と日本語で交流、民族村見学 

日本語を学習している大学生と外国人が受験している日本語能力試験問題を解き、その

後連想ゲームという形で日本語を使って交流を行

いました。 

 

その後現地大学生と一緒に少数民族村

のクーラン村に訪れました。雷雨が降

り室内で人狼ゲームを通じて交流を行

いました。言語の壁を越えて楽しく有

意義に時間を使いました。 

 



 

 

・ランビアン高校の現地学生と料理作り体験、交流 



 

 

・戦争博物館で平和の学習 

博物館で戦争遺跡を見て、戦争の恐ろしさ

と平和のありがたさを再び学びました。 

 

 

 

 

 



・選択学習：  

日  時 内容 

8/19(火) 移動：八千代町🚌→成田✈→ホーチミン✈→ダラット🚌 

8/20(水) ダラット大学日本語学科の学生と交流 

8/21(木) ランビアン高校の学生と交流 

8/22(金) ラックズオン🚌→ダラット✈→ホーチミン🚌ホーチミン市内視察 

8/23(土) 
・選択学習（ノンラー絵付け・アオザイ試着・料理） 

・選択学習（ノンラー絵付け・アオザイ試着・料理） 

8/24(日) 移動：ホーチミン✈→成田🚌→八千代町 

 

氏名 学校 学年 

生井 太基 Chang Gung University（大学院） ２年 

鴨目 楓子 神田外語大学 ２年 

中井 睦倖 土浦日本大学中等教育学校 ２年 

大里 咲翔 常総学院高等学校 ２年 

八城 遥斗 下妻第一高等学校 １年 

大久保 壮真 下妻第一高等学校 １年 

仲内 彩乃 下妻第一高等学校 １年 

寺田 椿 八千代高等学校 １年 

① アオザイ試着体験 

③ノンラー絵付け体験 
②現地料理作り学習 



今回、八千代

町青少年海外

派遣事業の一員として、8月 19 日から 24

日までの 6日間にわたりベトナム研修に参

加させていただきました。日本を出発する

時には、初めて訪れる国への期待と緊張が

入り混じった気持ちでしたが、日々の活動

を通して多くの学びと貴重な体験を得るこ

とができました。その中でも、特に印象に

残っているのが、選択活動として参加した

ノンラー絵付体験と、現地の高校や大学で

の文化交流です。 

ノンラーとは、ベトナムの伝統的な笠帽子

で、農村部を中心に今も生活の中で広く使

われているものです。そのノンラーに自ら

絵を描く体験を通して、

ベトナムの人々が大切に

受け継いできた文化の一

端に触れることができま

した。最初は大きな真っ

白なキャンバスのように

見え、どのように表現す

ればよいか迷いました

が、現地の方が温かく指

導してくださり、安心し

て取り組むことができま

した。絵を描いていくう

ちに、自分の思いを形に

する楽しさと同時に、伝

統工芸

を守り

続ける

人々の

誇りや

努力を

感じ取

りました。完成したノンラーは、私にとっ

てただの工芸品ではなく、ベトナムでの学

びや交流の象徴となりました。 

また、研修中にはダラット大学の日本語学

科の学生や、ランビヤン高校の生徒たちと

交流する機会がありました。彼らが日本語

を学ぶだけでなく、日本文化についても積

極的に語ってくれたことが嬉しく、交流を

より深めるきっかけとなりました。 

言語の壁はありましたが、互いに笑顔で言

葉を交わし、ジェスチャーや簡単な日本語

・英語を交えな

がら心を通わせ

ることができた

と思います。国

や文化は違って

も、未来に向け

て努力する姿勢

や友情を大切に

する気持ちは共

通しており、そ

Chang Gung 

大学大学院 
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こに人と人とのつながりの強さを実感しま

した。 

さらに、ホーチミン市で訪れた戦争証跡博

物館やクチトンネルでは、ベトナムの歴史

に直接触れることができました。平和の大

切さを改めて考えるとともに、現代を生き

る私たちがどのように国際社会と関わり、

未来を築いていくべきかについて深く考え

る機会となりました。日常生活の中では感

じにくい視点を得られたことは、この研修

の大きな成果だと感じています。

 

今回の研修を通じて、ベトナムという国を

知識として知るだけでなく、実際の生活や

人々の温かさを肌で感じられるようになり

ました。街を歩き、人々と話し、文化に触

れることで、本やインターネットから得る

情報では分からないリアルなベトナムの姿

を知ることができました。同時に、自分自

身の視野が広がり、国際社会で生きる一人

の人間としての責任を強く意識するように

なりました。 

最後に、このような貴重な機会を与えてく

ださった八千代町役場の皆さまに心から感

謝申し上げます。事前準備から現地での安

全な行程管理に至るまで、細やかに支えて

いただいたおかげで、私たちは安心して研

修に臨むことができました。この研修で得

た経験や学びを、今後の生活に生かし、国

際的な視野を持った人間へと成長していき

たいと思います。本当にありがとうござい

ました。 

 

  



 

私はベトナム研修

で、たくさんの優

しさと人の温かさに触れることができまし

た。 

まず、１日目にホ

ーチミンからダラ

ットに向かう飛行

機の出発が、予定

よりも約３時間遅

れるというハプニ

ングがありまし

た。怒ってもよさ

そうな状況の中、

私たちは「待ち時間で何かできることはな

いか」と考え、人狼というゲームをしまし

た。それは、まだお互いをあまり知らない

私たちにはとても有意義な時間で、そこで

一気に仲を深めることができました。 

また、似たような場面が２日目にもありま

した。ダラットの大学生とクーラン村に向

かった際、途中から大雨が降ってしまい、

外に出られない状況になりました。しか

し、そこでもダラットの大学生と一緒に人

狼をして、日本語で貴重なコミュニケーシ

ョンを取ることができました。普通に話す

よりも、人狼というゲームを通して、楽し

みながら交流することで、さらに距離が縮

まり、仲良くなることができました。 

また、ダラッ

トの学生たち

は、私たちに

合わせて—自国

の言語ではな

い—日本語を一

生懸命、なる

べく伝わるよ

うに話してくれました。そのような優しい

方たちと関われたことが、とても嬉しかっ

たです。きっと、みんなが怒ったり、気分

が少し下がってしまいそうな場面でも、柔

軟に対応し、楽しみを見出せる優しさと力

を持っていたからこそ、あのような温かい

時間が生まれたのではないかと思います。

そして、そんな優しい学生たちが日本に興

味を持ち、日本語や日本文化を学んでくれ

ていることにも、とても嬉しく思いまし

た。 

さら

に、私

が一番

書きた

かった

のは、

引率の

方々のことです。チャムさん、潤さん、珠

世先生には、感謝の気持ちでいっぱいで

す。特にチャムさんは、現地の方と直接や

り取りして企画を立ててくださったり、ホ

テルでも電話で予定を確認してくださった

り、日本語とベトナム語が通じないときに

は通訳をしてくださったりして、大変だっ
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たと思います。それでも、「大変だよ

ね？」と私が尋ねたときに「大変じゃない

よ！ 楽しい！」と笑顔で答えている姿を

見て、本当にチャムさんがいてくれたから

こそ、このベトナム研修を無事に、そして

楽しく終えることができたのだと実感しま

した。チャムさんの、いつも笑顔で周りま

で明るくしてしまう人柄が本当に素敵で、

大好きです。

 

潤さんは、いつも私たち学生と同じ立場に

立って気軽に接してくださり、面白い発言

で笑わせてくださって、常に楽しい雰囲気

を作ってくださいました。研修を通して、

潤さんは本当に優しい方だと感じました。

珠代先生は、私たちに常に気を配ってくだ

さり、毎食事の前におしぼりを全員分配っ

てくださったり、困っているときには助け

てくださいました。

 

他にも、有田さんや現地のホテルの方々、

そして両親など、さまざまな人たちが支え

てくださって、このような貴重な体験をす

ることができたのだと思います。このよう

な方々のもとでベトナム研修ができたこと

を、本当に嬉しく思います。 

今後は、ベトナム研

修で得たたくさんの

優しさを思い出しな

がら、自分の生活の

中でも常に優しい心

を持ち、人と人との

関わりを大切にしな

がら過ごしていきた

いと思います。 

 



私は今回のベトナム

研修で、ベトナムへ 

初めて行くことになり、実際に行ってみ

て、ベトナムは私が想像していたこととは

違う点が多くあり、そのどれもが私にとっ

てとても新鮮で価値のあるものでした。 

今回、ベトナムへ行き、最初に感じたこと

は、ベトナムの空気にはさまざまな要素が

混ざり合った、かなり独特な匂いが漂って

いるということでした。これは単に「暑く

て湿った匂い」というだけでなく、ベトナ

ム特有の食文化や生活習慣、大気の状態な

ど、さまざまな要素から生まれたものであ

り、まず日本では感じることのできないも

のでした。中でもとても強烈な匂いを放っ

ていたのが、ベトナ

ムの調味料であり、

それまで見たことの

ないような調味料は

どれもとても特殊な

匂いで、最初はその

匂いに慣れず、食べ

るのに苦労しまし

た。 

また、ベトナム研修に行く前まで私は「ベ

トナムは常に蒸し暑い」「日差しが強くて

肌に刺すような暑さ」だろうと思ってお

り、日傘や小型の扇風機は必須かな、など

と考えていました。しかし、実際はそれほ

ど暑くなく、むしろ日本より快適に過ごす

ことができました。帰国後、私が通ってい

る学校の地理の教員にこの話をしたとこ

ろ、「ベトナムのような赤道付近の国は一

年中暑い代わりに、せいぜい 30 ℃前後で

あり、日本のように 40 ℃を超えることは

ない」と教わりました。私は勝手にベトナ

ムはものすごく暑い国だろうと、ろくに調

べもせずに決めつけてしまっていたので

す。 

そして、日本に帰

国した後に家族や

友人からされる質

問の多くが「ベト

ナムは暑かっ

た？」というもの

で、そのたびに訂

正していました。

しかし、その回数

が 10 回を超えた

あたりから、「あ

ー、はいはい、暑かった暑かった」と、わ

ざわざ訂正するのが億劫になり、適当に答

えてしまうようになっていました。 

また、ベトナム

の人々と交流す

る中で強く感じ

たのは、欧米の

人のように活発

に多くの人とす

ぐに打ち解ける

というよりは、

少しずつ会話を

土浦日本大学
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重ねて距離を縮めていくようなコミュニケ

ーションの仕方でした。会話を始めるとき

の距離感は、アメリカでよくあるような、

誰に対しても距離が近く、多くのスキンシ

ップがあるという感じではなく、「話しか

けたいけれど、何を話せばよいかずっと考

えている」ような印象を受けました。その

ため、共通の話題が会話を通じて見つかっ

たときにはとても楽しそうに話してくれ

て、最初は「あまり人と話したくないのか

も」と思っていたものの、少し会話をすれ

ば、とても面白い人たちばかりだと感じま

した。 

ベトナムの市場では、私にとって人生で初

めて値段交渉を経験しました。相手が提示

した額をただ鵜呑みにするのではなく、そ

こから自分が払える金額を提示して交渉す

るという、日本ではなかなかできないよう

な体験でした。市場で一番「来てよかっ

た」と感じたことは、市場で働いている人

の多くがいくつもの言語を扱えるというこ

とでした。多くの言語を扱えるというの

は、それほどまでに自分の店の商品を売る

ことに本気であるということだと私は考え

ました。あの人たちは商品を買ってもらう

ために言語

を習得し、

どの商品が

売れるかを

考え、他の

店で売れて

いるものをすぐに仕入れて真似し、交渉の

技術を身につけて、一つでも多くの品を高

く売ろうと模索していたのだと思います。

その姿勢が、私にとってとても新鮮であ

り、日本では見ることのできない素晴らし

いことだと感じました。（友人はぼったく

られていましたが。） 

以上が私のベトナム研修の感想です。ま

た、機会があればベトナムへ再び行ってみ

たいと思います。同行してくださったチャ

ムさん、潤さん、珠世先生、そして皆さま

のおかげで、私のベトナム研修はとても有

意義なものとなりました。心よりお礼申し

上げます。同じ八千代町で暮らしている者

同士、今後どこかでお世話になるかもしれ

ません。そのような機会があれば、どうぞ

よろしくお願いいたします。皆さまのご健

康とご多幸を

お祈り申し上

げます。（特

に潤さん）

 

 

  



 

今回のベトナム研

修旅行は、僕にと

って初めての海外

でした。飛行機に乗るのも初めてで、出発

のときからかなり緊張していました。離陸

の瞬間は少し怖かったけれど、雲の上の景

色を見たら気持ちが落ち着きました。空港

に着いて外に出たとき、日本とは違う空気

を感じ、「いよいよ始まるんだ」と思いま

した。国内線の遅延で困っていたとき、ダ

ラット出身のおじさんが声をかけてくれ

て、親切にいろいろ教えてくれたのがあり

がたかったです。初めての海外で不安もあ

ったけど、そこで少し安心できました。 

二日目はダラット大学で交流をしました。

学生のみんなは日本語がとても上手で、会

話もスムーズにできました。思ったよりも

早く打ち解けられて、友達も増えました。

大学でのレクリエーションも盛り上がっ

て、とても楽しかったです。午後に訪れた

クーラン村では、昔のベトナムの生活を感

じられて、日本とはまた違う雰囲気を知る

ことができました。 

三日目はランビヤン高校を訪問しました。

言葉は通じなかったけれど、すぐに仲良く

なることができました。ジェスチャーゲー

ムをやったときは、言葉がなくても伝わる

ことが多く、みんなで笑い合えたのが印象

的でした。その後行ったランビアンランド

では、スライダーなどのアトラクションを

楽しみま

した。日

本にはな

いような

アトラク

ション

で、ワク

ワクしま

した。 

四日目は戦争証跡博物館を見学しました。

展示されていた写真や資料から、戦争の悲

惨さを強く感じました。今まで教科書でし

か知らなかったことが、現地で実際に目に

すると、受け止め方が大きく変わりまし

た。その後行った市場では、初めて値切り

に挑戦しましたが、うまくいかずに高い値

段で買ってしまいました。少し悔しかった

けれど、次に挑戦する機会があればもっと

上手にやりたいと思いました。 

常総学院 
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五日目は、選択学習でベトナム料理を作り

ました。普段と違う食材や調理方法を体験

できて新鮮だったし、自分で作った料理は

とてもおいしく感じました。午後はクチト

ンネルを訪れました。実際に地下に入ると

かなり狭く、生きるために多くの工夫があ

ったのだと感じました。戦争のことをより

身近に考えるきっかけになりました。 

 

 

五日間を通じて、教科書やネットで知るこ

とと、自分の目で見たり体験したりするこ

との違いを実感しました。言葉が通じなく

ても仲良くなれること、人の温かさ、文化

の違いなど、たくさんのことを学びまし

た。初めての海外で不安もあったけれど、

それ以上に新しい経験ができて本当に良か

ったです。この研修で学んだことを、これ

からの生活の中でも大切にしていきたいと

思います。  



 

今回のベトナム

派遣としてベト

ナムに行けると聞いて、最初は違う環境で

生活できるか、現地でうまく話せるか、不

安でした。しかし、外国で暮らしてみたい

と思っていたので、この機会に応募してみ

ました。 

事前研修で一緒にベトナムへ行く人たちが

学生だと知り、話もよく合い、すぐに仲良

くなれたのでよかったです。その時は「こ

れからベトナムで一緒に過ごせる！」とい

う楽しみで、不安も忘れ、胸が高鳴ってい

ました。連想ゲームやジェスチャーゲーム

など、交流に向けた準備の時間もとても楽

しかったです。 

8 月 19 日、八千

代町を出発

し、ベトナム

のホーチミン

を経由してダ

ラットへ向か

いました。空

港を出た瞬間

から、日本と

は違う街並み

が広がってい

て、たくさん走っているバイクや、周り

で話されている言葉が日本語と違うことが

本当に面白く、目を輝かせながら見たのを

覚えています。 

現地での交流の中で、特に印象深く、今で

もよく思い出すのは、ダラット大学での連

想ゲームです。みんなでお題を考えて答え

を当てようと必死に考えていたことを覚え

ています。私のチームは負けてしまいまし

たが、チームのメンバーと仲良くなれてよ

かったです。 

大学の学生たちはみんな会話に積極的で、

日本語での交流がスムーズにできたのが印

象的でした。ダラット大学を紹介してくれ

た学生は、とても流暢な日本語を使ってい

て、冗談を言えるくらい余裕がある姿がか

っこよかったです。彼らを見て、外国語を

学ぶことの大切さを改めて理解できまし

た。 
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また、

ランビ

ヤン高

校での

料理づ

くりも

印象深

かったです。現地の人たちは、もち米と豚

肉を大きな葉で包んで作る伝統料理・バイ

ンチュンを作っていて、私たちは天ぷらと

味噌汁を協力して作り、皆で食卓を囲みま

した。もちろんそれらもおいしく、楽しい

思い出でしたが、私にとって一番大切だっ

たのは、現地の人たちとコミュニケーショ

ンをとる時間がとても楽しかったことで

す。言葉がうまく通じないときはジェスチ

ャーをしたり、携帯の翻訳機能を使ったり

してなんとか意思疎通をしながら、それで

も会話が弾み、「もっと話していたい」と

思うほどでした。 

 

二つの

学校、

どちら

も生徒

たちが

コミュ

ニケー

ション

に積極

的で、

「ここ

に来て本当によかった」と感じました。言

葉の壁はあったかもしれませんが、学校で

暮らす人たちの雰囲気や、感じたり考えた

りすることは、どこでも同じなんだなと親

しみを覚えました。もしまたベトナムへ行

く機会があれば、話せるベトナム語をもっ

と増やして、現地の人たちともっと深く会

話してみたいです。そして、もしベトナム

で出会った友だちが八千代町に遊びに来て

くれたら、当時のメンバーでまた集まっ

て、一緒に話したり遊んだりして交流した

いです。 

 

  



私はこの夏、町の

国際交流プログラ

ムでベトナムを訪

れる機会をいただ

きました。海外に

行くのは初めて

で、飛行機に乗るときはとても楽しみな一

方で、不安もありました。実際に現地に着

いて最初に驚いたのは、ホーチミン市の活

気でした。二人乗りは当たり前で、四人乗

りなどもたくさんいるバイクの多さや、信

号がないため、タイミングを見てみんなで

一緒に道を渡るときのスリルは、日本では

味わえないものでした。到着直後は驚きと

少しの恐怖で戸惑いましたが、その混沌と

したエネルギーに次第に魅力を感じるよう

になりました。 

滞在中に訪れた地域の高校と大学での交流

は、特に印象に残っています。大学では現

地の学生と日本語で交流したり、校内を案

内してもらったり、高校では一緒にベトナ

ム料理や日本料理を作ったりしました。言

葉の壁はありましたが、わからないところ

は翻訳アプリを使ったり、英語やジェスチ

ャーを交えたりしながら会話を重ねていく

うちに打ち解け、笑い合えるようになりま

した。 

日本の高校とは違う雰囲気を目にすること

で、「自分の当たり前」は世界の当たり前

ではない

と実感し

ました。

また、ベ

トナムの

学生たち

が日本文

化に興味

を持ち、

「日本の

アニメや 

J-POP が好きだ」と話してくれたのが嬉し

くて、少し身近に感じることができまし

た。 

もう一つ忘れられない体験が、クチトンネ

ルを訪れたときのことです。 

実際

に狭

い地

下ト

ンネ

ルに

入っ

てみ

る

と、

空気

が重

く、
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膝をついて進まなければなりませんでし

た。そこにかつて多くの人々が暮らし、戦

いを強いられていたことを思うと、胸が詰

まるような気持ちになりました。展示され

ていた写真や武器の数々を目にしたとき、

「平和に学校へ通い、友達と笑い合える日

常」がどれほど貴重なものかを強く感じま

した。 

ホーチミンでは現地の市場にも行きまし

た。そこで驚いたのは、片言の日本語を話

せる人が多いことでした。また、値切りに

挑戦した場面では、私が言おうとしたこと

をうまく伝えられず、あまりうまくいかな

い経験もしました。しかし、翻訳アプリや

ジェスチャーを使って伝えようと努力する

ことができました。 

今回の交流を通して学んだのは、違いを楽

しみ、受け入れることの大切さです。文化

も言葉も習慣も違うからこそ、新しい発見

がありました。ベトナムの学生と一緒に笑

った時間や、ベトナム戦争の歴史に触れて

考えたことは、私にとって貴重な体験とな

りました。帰国してからは、普段の生活を

以前より大切に感じるようになりました。

学校で友達と過ごす時間、家族と食卓を囲

む時間も、「当たり前ではない」と思うよ

うになりました。そして、いつかまたベト

ナムを訪れ、今度はもっと自分の言葉で交

流できるように勉強したいと考えていま

す。 

この経験は、私の世界を大きく広げてくれ

ました。違いを超えて人とつながれること

の喜びを忘れず、これからも成長していき

たいです。

 

 

  



1 日目は、ほとんど移

動でした。初めての海

外で少し不安はありま

したが、無事にベトナ

ムに着いて安心しまし

た。ベトナムに着いてからダラットに行く

飛行機で、大幅な遅延がありましたが、待

っている間によりみんなとの仲が深まりま

した。 

2 日目は、まず朝

食にバインミー

を食べました。

辛さ控えめでお

肉などいろいろ

なものが入っていて美味しく食べることが

できましたが、昼食に食べたものは辛さ普

通なのに私には辛く感じたので、現地の人

は辛さに耐性があるのかなと思いました。

ダラット大学では、始めに行ったテストで

普段なんとなく話している日本語の難しさ

を感じまし

た。また、私

たちが難しく

感じるのに、

日本語を新た

に学んでいる

のはすごいと

思いました。

大学を案内し

てもらう時に

女の子と腕を

組むのはとて

も驚きましたが、ベトナムの人たちは距離

が近いということを聞いたので、日本との

違いを感じました。いろいろとお話をする

中で、やはり日本のアニメやドラマなどが

出てきて、日本文化ってやはり世界で人気

なんだなと思いました。 

その後のクーラン村は自然の中で気持ちよ

く過ごせましたが、急な雨でほとんどのも

のを体験できずに残念でした。夕食では、

ドクダミが出てきたことに一番驚きまし

た。普段自分の家の庭に生えているものを

食べられるのは初耳で、思った通りの味が

しました。ナイトマーケットでは、まず人

の多さに驚きました。いろいろなものが売

っていて、日本では見ないものもあり、ず

っときょろきょろしていました。朝になる

と道路脇のお店はたたんであって、毎日夜
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になると出す

作業をしてい

るのは大変だ

ろうなと思い

ました。 

3 日目は、ラン

ビヤン高校と

の交流でバイ

ンチュンづくりの体験ができました。お米

を使っていることもあり、日本みたいだな

と感じました。言語が通じなくても身振り

手振りでバインチュンを作ることができ、

ベトナムの郷土料理の文化に触れることが

できてとても嬉しかったです。 

現地の人たちは、ものすごい速さで作って

いてすごかったです。ベトナムと日本の料

理はどちらもありましたが、お味噌汁も天

ぷらも人気で嬉しくなりました。交流で日

本の音楽が流行っていることがわかって、

やっぱり日本の影響力は大きいのかなと感

じました。ランビヤンランドでは、乗った

滑る乗り物が怖かったんですが、とても楽

しかったです。また、鯉の多さに驚きまし

た。水面

に手を近

づけたら

寄ってく

るので面

白かった

です。夕

食の BBQ

は、お肉から海鮮まで出てきて美味しかっ

たです。電車が見られなかったのが心残り

でした。 

4 日目は、戦争証跡博物館で様々な写真や

日本人の記者の話、戦争の脅威を感じまし

た。 

ベトナムの有名な MAROU のお店に行きまし

たが、内装がきれいで試食もあったので、

自分にあった美味しさのチョコレートを買

うことができました。ベンタイン市場で

は、値切りに挑戦してみましたが、なかな

か難しかったです。洋服から食べ物までた

くさんあって、何を買うか迷いました。ホ

テルに一度帰ってから、ホテルの前を散策

してみました。日本のコンビニがあった

り、日本にはないハーゲンダッツのお店が

あったりしました。たくさんの人が集まっ

ていて、楽しい空間でした。 

5 日目は、クチトンネルでの平和学習で戦

争の時の様々な工夫や苦労がわかりまし

た。トンネルでは、とても低くて暗く、少

しの距離を歩くのが大変でした。当時の人

は、より長い距離をより暗い中で歩いてい

たんだなと思うと、とてもすごく感じまし

た。クチトンネルでは銃射撃体験を行って

おり、大きな発砲音が聞こえて、日本では

なかなかできない体験だなと思いました。 

最後

に、こ

のベト

ナム研

修を通

して、

ベトナ

ムの料

理や遊

びなど様々な文化を知ることができ、とて

も思い出に残るものとなりました。 



 

初日の 19日は、ホ

ーチミン発ダラット

着の便が遅れて、予

定していたナイトマ

ーケットには行けませんでした。でも、待

ち時間に派遣団のみんなと人狼ゲームを何

回かやることができたので、退屈になるこ

とはありませんでした。あと、ホーチミン

空港のオレンジジュースが美味しかったで

す。 

2 日目の 20

日は、現地

の大学生と

交流し、ナ

イトマーケ

ットを散策

しました。

大学生との

交流では連

想ゲームと

日本語のテストをしました。連想ゲームで

は負けてしまいましたが、テストでは高得

点を取ることができて嬉しかったです。大

学生と行ったクーラン村では、遊んでいる

と大雨が降ってきたので、建物の中で人狼

ゲームをしました。私は見学していました

が、第三者目線で見る人狼も非常に面白か

ったです。ナイトマーケット散策では、や

はりベトナム特有の独特な匂いと不思議な

出店があり

ました。ド

リアンの匂

いが強烈す

ぎて、どこ

にいても匂い

がしました。 

3 日目

の 21

日は、

現地の

高校生

との交

流と、

ガイド

の有田さんの誕生日でした。互いの料理を

協力して作りました。日本食としては味噌

汁と天ぷらを作り、私は味噌汁を担当しま

した。日本人特有であろう「豆腐を手のひ

らの上で切る」というやり方をしてから作

りました。自宅から顆粒だしと粉末状の煮

干しを持参していたので、出汁入り味噌だ

けのものより美味しく作れたと思います。

ベトナム料理のほうは、揚げまんじゅうが

美味しくて好きでした。 
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夜に行った有田さんの誕生日会では、みん

なで歌ってたくさん話し、ケーキを食べま

した。ケーキに少し酸味を感じたので、ジ

ャムはきっとアプリコットか何かだったと

思います。そのあとは、有田さんや大久保

くん、大里くん、中井くん、仲内さん、生

井さんと、蹴鞠と羽付きを足して二で割っ

たようなもので遊びました。 

4 日目の 22 日は、ダラットからホーチミ

ンへ移動しました。ダラットで食べる最後

の朝ごはんでは、ミートソースやフランス

パンなどを食べました。この飛行機もやは

り遅れて、予定より 2時間ほどずれてしま

いました。そのおかげで、またみんなと人

狼ゲームができたので、まあ良しとしよう

と思いました。 

ホーチミンでは雨が多く、市場に行くのが

少し大変でした。市場では、仲内さんとシ

ミラールックのアクセサリーと、色違いで

おそろいの「I♡VIETNAM」シャツを購入し

ました。近くの高級チョコのお店で、カカ

オ 70%のチョコを 2枚買いました。夜は雨

が止んだので、ホテル周辺を散策しまし

た。晩御飯の後でしたがマックが食べたか

ったので行ったら、現金不可であったため

断念しました。なので、ハーゲンダッツの

お店でアイスクリームを買って食べまし

た。そして、ファミリーマートでザボンを

買って、ホテルで食べました。 

4 日目の 23 日は、アオザイ体験とクチト

ンネル見学をしました。アオザイを着て教

会などの建物を回って写真を撮りました。

私はピンクのアオザイを着て、ツイン

お団子にしてもらいました。お互いの

スマホで撮ったり、現地のガイドさん

に撮ってもらったり、引率の大塚先生

にも撮ってもらいました。 

クチトンネルと平和記念館では、戦争

の悲惨な状態を見て胸が苦しくなりま



した。平和記念館には、ひどい状態の写真

やその後の影響の写真もありました。 

ベトナムで食べる最後のご飯は、店員さん

に焼いてもらう焼肉でした。高そうなお肉

をおなかいっぱいになるまで食べ、ご飯も

たくさん食べました。そして、やっぱり飛

行機は遅れました。なので、また皆で人狼

ゲームをして時間をつぶしました。 

最終日の 24 日は、飛行機に乗っただけで

した。ホーチミン発成田着の 0時過ぎの便

に乗って日本へ帰国しました。早朝 4時半

頃に機内食が配られ、写真は残っているの

ですが、眠すぎたのか食べた記憶はありま

せんでした。写真によれば、クロワッサン

とタレのかかった鶏肉、そして白米とリン

ゴだったようです。きちんと意識のある中

で食べたかったものです。 

全日程を通して分かったことは、ベトナム

人は友好的であり、好奇心が旺盛だという

ことです。大学で校内探検をしたときは、

大学四年生のニューちゃんが手をつないで

くれました。初対面のはずだったのに、何

年も仲の良い友達のように接してくれまし

た。そして、空港では大里くんがいろいろ

な人に話しかけられていたのが印象的でし

た。きっと人に好かれやすいオーラか何か

が出ているのではないかと思います。 

私の気になっていた民族衣装のアオザイ

は、男女で作りが異なっていました。女性

ものは生地が薄めのものが多く、華美でレ

ースや装飾で覆われたものが多かったで

す。男性ものは柄があるものの、どちらか

といえばシンプルで、生地は少し厚めの印

象でした。 

 

今回のベトナム海外交流派遣団の研修は、

楽しく思い出に残ることが多かったため、

また次の機会に参加できるようであれば、

ぜひ参加したいと感じました。

 


